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足
立
区
文
化
活
動
の
担
い
手

文
化
会
館
開
館
す

(
写
真
上
　
文
化
会
館
全
景
、下
　
落
成
式

で
式
辞
を
述
べ
る
岡
崎
区
長
)



区 政 の お 知 ら せ 第135 号 ( 2)

足
立
区
の
面
目
も
新
た
に

か
け
る
期
待
も
大
き
い
文
化
会
館

区
民
待
望
の
文
化
会
館
が
、
去

る
二
月
十
二
日
の
午
前
十
時
か
ら

盛
大
に
落
成
式
を
挙
げ
、こ
こ
に

足
立
区
文
化
の
殿
堂
が
始
め
て
店

開
き
し
ま
し
た
。

岡
崎
区
長
は
「
足
立
区
は
十
年

後
に
は
六
十
万
の
人
口
に
達
す
る

と
推
定
さ
れ
る
程
、
当
区
の
発
展

は
め
ざ
ま
し
く
、
明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を
進
め
て
ゆ
く
に
は

地
域
社
会
の
文
化
を
高
め
て
ゆ
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う

な
見
地
か
ら
、
こ
の
文
化
会
館
を

総
工
事
費
一
億
一
千
余
万
円
を
か

け
て
建
設
し
た
。」と
式
辞
で
述
べ

都
知
事
は
じ
め
来
賓
多
数
か
ら
、

足
立
区
民
の
文
化

活
動
に
期
待
す
る

と
祝
辞
が
あ
っ

て
、
式
典
を
終

え
、
午
後
は
足
立
区
邦
楽
舞
踊
連

盟
の
会
員
に
よ
る
ケ
ン
ラ
ン
豪
華

な
こ
け
ら
落
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
館
は
、
新
年
号
で
も
ご

紹
介
し
た
よ
う
に
、
客
席
九
四
九

舞
台
の
広
さ
は
一
二
六
平
方
メ
ー

ト
ル
あ
り
、
主
体
的
音
響
効
果
、

照
明
設
備
、
ま
た
暖
冷
房
等
空
気

調
和
設
備
に
い
た
る
ま
で
最
新
の

技
術
を
も
っ
て
完
備
し

て
い
ま

す
。し

た
が
っ
て
、
講
演
会
、記
念

集
会
は
勿
論
、映
画
(
十
六
ミ
リ

・
ワ
イ
ド
ス
ク
ー
リ
ン
)
演
劇
、

舞
踊
な
ど
幅
広
い
文
化
活
動
に
ご

利
用
で
き
ま
す
。

所
在
地
は
千
住
栄
町
六
一
番

地
、
足
立
区
体
育
館
と
並
ん
で
い

ま
す
。
交
通
は
東
京
駅
―
―
草
加

間
の
都
バ
ス
、
東
武
バ
ス
足
立
区

体
育
館
前
下
車
、
電
話
は
(
八
八

六
)
八
八
六
〇
、
使
用
料
は
次
の

表
の
と
お
り
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご

利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

写
真
説
明
―
―
上
　
文
化
会
館

玄
関
ホ
ー
ル
、
下
　
舞
台
か
ら
み

た
客
席1. 　入場料またはこれに類するものを徴収する場合は規定使用料の5 割増とする。

2. 　単位使用時間を超える場合には次の区分によって加算した額を徴収する。

( 1) 1時間以内――その超える部(夜間にあっては夜間の部)の料金の3割

( 2) 1時間を超え3時間以内――その超える部の料金の6割

( 3) 3時間を超えるとき――その超える部の料金の10割

3. 　使用者が舞台練習のため舞台のみを使用する場合は規定使用料の3 割とする。

自
衛
官
募
集

防
衛
に
、
災
害
救
助
に
活
躍
す

る
自
衛
官
の
募
集
は
毎
日
区
役
所

で
受
付
け
、
受
験
で
き
ま
す
。

資
格
は
満
1
8歳
以
上
2
5歳
未
満

の
男
子
。
健
康
で
中
学
卒
業
程
度

の
学
歴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

初
任
給
一
万
円
、衣
服
食
事
は

す
べ
て
支
給
、
外
に
各
種
手
当
。

申
込
み
は
区
役
所
総
務
課
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青
少
年
の
グ
ル
ー
プ
活
動
は

設
備
の
よ
い
青
年
館
で

足
立
区
青
年
館
は
、
区
内
青
少

年
団
体
な
ど
関
係
者
を
招
い
て
二

月
六
日
落
成
式
を
行
な
い
、目
下

皆
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

こ
の
青
年
館
は
、
青
少
年
の
グ

ル
ー
プ
活
動
な
ど
の
た
め
に
設
け

ら
れ
た
も
の
で
、
必
要
な
設
備
が

い
ろ
い
ろ
揃
っ
て
い
ま
す
。

一
階
に
は
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
ホ
ー
ル
が
あ
り
、
十
六
ミ
リ
映

画
も
上
映
で
き
ま
す
。
ま
た
別
に

料
理
教
室
が
あ
り
、
成
人
学
校
や

婦
人
会
の
お
料
理
講
習
会
に
利
用

で
き
ま
す
。

二
階
は
六
十
人
分
の
椅
子
テ
ー

ブ
ル
を
用
意
し
た
学
習
室
、
テ
レ

ビ
や
ソ
フ
ァ
ー
の
あ
る
談
話
室
、

静
か
な
図
書
室
、茶
道
や
華
道
を

は
じ
め
集
会
に
利
用
で
き
る
日
本

間
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

三
階
は
青
年
男
女
の
新
し
い
門

出
に
ふ
さ
わ
し
い
結
婚
式
場
で
、

式
場
、控
室
、
写
場
、
披
露
の
た

め
の
日
本
間
、
洋
間
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

使
用
す
る
場
合
、
期
日
五
日
前

ま
で
に
当
館
へ
申
込
ん
で
下
さ

い
。
使
用
団
体
は
教
育
委
員
会
の

承
認
が
必
要
で
す
。
申
請
し
た
使

用
目
的
以
外
に
は
使
え
ま
せ
ん
。

ま
た
、
風
俗
を
み
だ
す
よ
う
な
こ

と
や
、
営
利
を
目
的
を
す
る
こ
と

に
は
貸
し
ま
せ
ん
。
区
に
登
録
さ

れ
た
青
少
年
団
体
、
青
少
年
文
化

グ
ル
ー
プ
等
は
無
料
で
使
え
ま
す

公
益
の
た
め
、ま
た
は
社
会
教

育
団
体
が
利
用
す
る
と
き
も
、
使

用
料
が
減
免
さ
れ
ま
す
。

こ
の
青
年
館
は
西
新
井
町
九
七

二
番
地
西
新
井
大
師
山
門
わ
き
に

あ
り
、
電
話
は
(
8
8
7
)
〇
〇
六
一
番

写
真
説
明
　
上
全
景
、
下
左
上

一
階
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

右
上
料
理
教
室
、
左
下
二
階
日
本

間
、
右
下
三
階
洋
間

■ 使用時間は準備およびあと片付づけを含めて1 回3 時間30
分以内とする。

■ 付帯設備の1 回とは、午前、午後、夜間のおのおのとす
る。

■ ただし青少年および青少年団体が社会教育目的のために
使用するときは無料です。

B
・
B・
S
会
員
募
集

B
・
B
・
S
運
動
と
は
、
そ
の

名
称
(
ビ
ッ
グ
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
・

ア
ン
ド
・
シ
ス
タ
ー
ズ
・
ム
ー
ビ

メ
ン
ト
=
兄
姉
運
動
)
か
ら
わ
か

り
ま
す
よ
う
に
、不
幸
な
少
年
達

の
よ
い
兄
姉
・
友
達
と
な
っ
て
、

少
年
の
立
直
り
を
、
導
き
た
す
け

よ
う
と
す
る
青
年
の
奉
仕
運
動
で

す
。孤

独
で
、
さ
び
し
が
り
や
で
、

温
い
人
間
の
直
実
の
愛
情
を
求
め

て
い
る
少
年
達
、
誤
っ
て
罪
を
犯

し
た
不
幸
な
少
年
や
、
罪
を
犯
す

一
歩
手
前
に
あ
る
恵
ま
れ
な
い
少

年
。
彼
等
に
人
間
愛
と
、
理
解
あ

る
友
達
と
な
っ
て
、
明
る
い
人
生

へ
の
歩
み
を
助
け
て
や
ろ
う
と
す

る
も
の
で
、
ア
メ
リ
カ
で
始
め
ら

れ
、日
本
に
伝
わ
っ
た
運
動
で
す

。

B
・
B
・
S
会
員
は

(
1
)
　
二
十
才
か
ら
三
十
才
位
ま
で

の
青
年
男
女

(
2
)
　
社
会
奉
仕
の
精
神
が
あ
る
こ
と

(
3
)
　
少
年
や
こ
ど
も
に
愛
情
の
も

て
る
こ
と

(
4
)
　
活
動
に
必
要
な
余
暇
が
あ
る

こ
と

会
員
ご
希
望
の
方
は
、
簡
単
な

履
歴
書
を
そ
え
て
、
近
く
の
保
護

司
さ
ん
、
あ
る
い
は
区
役
所
民
生

課
へ
お
申
込
み
下
さ
い
。
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区
の
証
明
事
務
を
整
理

公
の
帳
簿
で
わ
か
る
も
の
だ
け
に

昨
年
ま
で
、
区
で
は
、
扶
養
証

明
や
職
業
証
明
等
、勤
め
先
な
ど

か
ら
要
求
さ
れ
る
約
百
種
類
に
も

の
ぼ
る
、
い
ろ
い
ろ
な
証
明
を
出

し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
中
に
は
、
法
律
な
ど
で
当

然
発
行
す
る
よ
う
に
、
き
め
ら
れ

て
い
る
戸
籍
謄
抄
本
の
認
証
や
、

納
税
証
明
な
ど
と
は
別
に
、
区
に

は
何
も
根
拠
と
な
る
公
の
帳
簿
が

な
い
も
の
ま
で
証
明
を
求
め
ら
れ

お
互
い
に
困
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
個
人
の
「
無
職
証
明
」

や
「
財
産
証
明
」
な
ど
を
求
め
ら

れ
て
も
、
区
と
し
て
は
個
人
的
生

活
に
関
す
る
も
の
ま
で
、
立
入
っ

て
証
明
す
る
訳
に
は
ま
い
り
ま
せ

ん
。そ

こ
で
、
こ
の
よ
う
な
無
理
な

証
明
を
や
め
、
今
年
一
月
か
ら
、

次
の
よ
う
に
証
明
事
務
を
整
理
し

て
い
ま
す
の
で
、
何
分
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
区
で
証
明
で
き
る
も
の

納
税
、
課
税
(
非
課
税
)
、
戸

籍
・
住
民
登
録
の
謄
抄
本
、外
国

人
登
録
、
印
鑑
、
未
転
入
、
建
築

確
認
、
主
要
食
糧
配
給
関
係
、
道

路
幅
員
、
電
気
供
給
、
国
民
健
康

保
険
関
係
、地
番
変
更
な
ど
区
の

公
の
帳
簿
に
よ
っ
て
あ
き
ら
か
に

判
明
で
き
る
も
の
。

◎
区
で
証
明
で
き
な
く
な
る
も
の

た
だ
し
(
　
)
内
の
証
明
を
も

っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

1

扶
養
証
明
(
住
民
票
お
よ
び

非
課
税
証
明
)

営
業
証
明
(
事
業
税
の
納
税

ま
た
は
、
課
税
証
明
、
登
記

簿
謄
本
等
)

居
住
、
同
居
証
明
(

住
民

票
)

授
業
料
免
除
、
学
費
支
払
困

難
証
明
(
住
民
票
、
納
税
、

非
課
税
証
明
)
な
ど

2
　
他
の
行
政
庁
の
事
務
に
関
す

る
証
明
な
ど

な
お
、
こ
ん
ど
の
整
理
に
よ
っ

て
証
明
が
だ
せ
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
区
役
所
の
窓
口
で
「
そ
う

い
う
証
明
書
は
、
発
行
で
き
ま
せ

ん
」
と
い
う
通
知
書
を
さ
し
あ
げ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

証
明
に
つ
い
て
、
お
問
合
せ
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
区
役
所
総
務

課
、
総
務
係
(
(
8
8
8
)
二
一
五
一
)
へ

ど
う
ぞ
。

東
京
を
美
し
く
し
よ
う

汚
れ
た
町
は
住
む
人
の
恥

東
京
都
で
は
、毎
月
十
日
を
「
首

都
美
化
デ
ー
」と
定
め
ま
し
た
が
、

足
立
区
で
は
こ
の
運
動
を
ど
の
よ

う
に
進
め
て
ゆ
く
か
、
区
の
実
状

を
検
討
し
た
結
果
、
さ
き
に
町
会

連
合
会
で
定
め
た
次
の
日
に
町
内

自
主
的
な
活
動
で
町
の
清
掃
を
行

な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
各
町
会
自
治
会
や
ご
家
庭

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
東
京
を
美
し
く
す
る
運
動
」
日
割
表

1
　
す
で
に
自
主
的
に
き
め
、
行

な
っ
て
い
る
町
会
は
、
従
来
の
日

取
り
で
結
構
で
す
。

2
　
町
会
、
自
治
会
ご
と
に
一
定

時
間
(
約
一
時
間
ぐ
ら
い
)
を
定

め
、
清
掃
し
て
下
さ
い
。

3
　
主
と
し
て
道
路
、
広
場
、土

手
の
お
掃
除
と
、
街
の
違
反
ポ
ス

タ
ー
を
と
り
の
ぞ
い
て
下
さ
い
。

4
　
犬
の
糞
は
飼
主
が
自
分
で
処

理
す
る
よ
う
指
導
し
て
下
さ
い
。

5
　
ド
ブ
ド
ロ
や
ゴ
ミ
を
集
め
る

の
は
、
各
清
掃
日
の
翌
日
以
後
に

な
り
ま
す
。

6
　
ド
ブ
ド
ロ
は
な
る
べ
く
一
定

の
場
所
に
集
め
、土
木
課
管
理
係
(
8
8
8
)

二
一
五
一
へ
連
絡
下
さ
い
。

7
　
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
は
一
切
や

め
て
下
さ
い
。も
し
ゴ
ミ
の
た
ま

っ
た
場
所
が
あ
っ
た
ら
足
立
清
掃

事
務
所
(
8
8
1
)
四
九
一
六
に
連
絡
し
て

下
さ
い
。

8
　
家
庭
の
紙
ク
ズ
、
金
物
ク
ズ

ビ
ン
な
ど
は
ま
と
め
て
売
る
よ
う

に
し
、
家
庭
や
婦
人
会
な
ど
で
処

理
し
て
下
さ
い
。

9
　
そ
の
他
の
日
常
の
問
題
に
つ

い
て
は
民
生
課
区
民
係
(
8
8
8
)
二
一
五

一
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

緑
の
お
ば
さ
ん

募
集
中

学
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
っ
て

い
る
緑
の
お
ば
さ
ん
は
、学
校
で

も
家
庭
で
も
非
常
に
感
謝
さ
れ
て

い
ま
す
。

い
ま
公
共
職
業
安
定
所
で
は
、

こ
の
緑
の
お
ば
さ
ん
を
次
に
よ
り

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
応
募
資
格
―
―
年
令
二
十
七
歳

か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
母
子
世

帯
主
、
未
亡
人
、
ま
た
は
世
帯

主
が
病
気
で
働
け
な
い
家
庭
の

主
婦
で
新
制
中
学
卒
業
程
度
の

学
力
が
あ
り

、
身
体
健
全
な
方

▼
待
遇
―
―
一
日
四
六
一
円
、衣

服
貸
与

、
貸
付
金
制
度
あ
り

▼
勤
務
時
間
　
学
童
の
登
校
時
二

時
間
と
帰
校
時
三
時
間
、
実
働

五
時
間

▼
試
験
―
―
面
接
、
X
線
検
査

お
申
込
み
は
、
米
殻
通
帳
と
印

鑑
を
持
っ
て
足
立
公
共
職
業
安
定

所
パ
ー
ト
タ
イ
ム
係
へ
。
受
付
時

間
は
午
前
八
時
半
か
ら
正
午
ま
で

な
お
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
き

た
い
方
の
仕
事
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
か
ら
、
ご
希
望
の
方
は
同
係

へ
遠
慮
な
く
お
問
合
せ
下
さ
い
。

足
立
職
安
は
京
成
電
車
千
住
大

橋
駅
そ
ば
、
千
住
河
原
町
五

少
年
相
談
所
出
張

開
設
の
お
知
ら
せ

警
視
庁
少
年
課
で
は
、三
月

二
十
六
日
(
火
)
か
ら
四
月
一

日
(
月
)
ま
で
の
七
日
間
(
午

前
十
時
～
午
後
五
時
)
、
池
袋

西
武
デ
パ
ー

ト
、上
野
松

坂
屋
デ
パ
ー

ト
の
二
カ
所

で
少
年
相
談
所
を
臨
時
に
ひ
ら

き
ま
す
。

お
子
さ
ん
の
よ
く
な
い
行
な

い
や
、
し
つ
け
等
で
お
困
り
の

方
の
ご
相
談
に
応
ず
る
ほ
か
、

ご
要
望
に
よ
り
性
格
、
知
能
の

検
査
を
専
門
の
係
員
が
無
料
で

お
こ
な
い
ま

す
。なお

、
ご

相
談
の
内
容

に
つ
い
て
は
固
く
秘
密
が
守
ら

れ
ま
す
か
ら
ご
遠
慮
な
く
ご
相

談
下
さ
い
。

人
権
「
身
の
上
相
談
」

の
お
知
ら
せ

み
な
さ
ん
の
な
か
に
、人
間
と
し

て
の
自
由
と
権
利
を
侵
さ
れ
な
が

ら
、誰
に
相
談
す
る
と
い
う
あ
て

も
な
く
、
泣
き
ね
い
り
し
て
い
る

方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

人
権
は
守
ら
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
人
権
侵
害
、人
権
じ
ゅ

う
り
ん
と
い
う
言
葉
が
、
新
聞
、

雑
誌
な
ど
に
よ
く
見
う
け
ら
れ
る

こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
人
権
が
守
ら

れ
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

も
し
こ
う
し
た
こ
と
で
お
困
の

方
が
あ
り
ま
し
た
ら

毎
月
二
十
二
日
(
当
日
休
日
な

ら
ば
翌
日
)
足
立
区
産
業
振
興
館

に
お
い
で
下
さ
い
。
人
権
擁
護
委

員
の
方
々
や
、
東
京
法
務
局
人
権

擁
護
部
の
職
員
が
、
親
身
に
な
っ

て
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

足
立
区
立
簡
易
保
育
所

児

童

募

集

足
立
区
立
簡
易
保
育
所
で
は
、

次
に
よ
り
入
所
す
る
児
童
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
入
所
資
格
―
―
原
則
と
し
て
足

立
区
内
に
お
住
い
の
失
対
労
務

者
の
お
子
さ
ん
で
、
年
令
三
歳

以
上
か
ら
学
令
未
満
ま
で
。

た
だ
し
、
特
別
の
事
情
や
保
育

所
に
欠
員
が
あ
る
と
き
は
一
般

家
庭
の
お
子
さ
ん
も
入
所
で
き

ま
す
。
一
切
無
料

▼
申
込
み
方
法

千
住
緑
町
二
丁
目
四
ノ
一
〇
(

千
住
緑
児
童
遊
園
内
)
区
立
簡

易
保
育
所
に
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
申
し
出
て
下
さ
い
。


